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論 文 内 容 の 要 旨

脳動脈瘡のpathogenesisに関する研究は,183昨のForbusによる脳動脈分岐郎における内膜欠損か頂囚であ

るとするcongenitaltheoryによりほ=を集めるところとなり,Glynnの弾性線継が変性を生じて血管壁の虚弱

な部分から痛が形成されるとするelasticlame11artheory,さらにStebensが唱えた血管壁の退行変性が素因と

なって脳動脈癖の発生につながるとするdegenerativetheoryへと発展してきた｡また近咋になって橋本･金ら

が脳血管の分岐郎近傍に存/iIするjuxta-aPicalgrooveが脳動脈痴の発隼付地となることを報てtiしている｡しか

しながらこれらの研究の多くは脳動脈噛の発′ト初段階,すなわち脳動脈癖形成の初期変化に包､l､ミをおいて論じら

れている｡脳動脈塘の増人に関しては,その発生過程の解明も重要であると考えられるか,噛発生後の成長も重

要な要医†である｡すなわち月齢捌肺癒はその全てが増人･破裂に至るわけではなく,一一部の動脈噛は発′巨後増人す

ることなく同じサイズを保っていたり,また成長を続けて巨人脳動脈噛に至るものがある｡このような増人に閲

する研究は培検例から得た癌の病理学的検索が小心で成長過程の断片を観察するにすぎなかった｡また経略的観

察力法としては脳血管振影やMR工によって間接的に動脈廟の形態変化を観察するにとどまっていた｡そこで小

請者は癖増人の脚書的観察を=的として,ラットの腹部ノd鋸派寸に静脈片を川いた動脈癖モデルを作成してその

形態変化を観察し検討した｡

対象および方法

4頼のSI二)ラットをベントパルビタール偏㈲=､`に頚部縦切聞を加えて,手裾=鋸微鏡を用いてイ川灘瀞脈を約5

mmにわたって採蝦した｡静脈片は,1)･力の端を闘鋭し嚢扶にしたもの(sactype,N=15),2)長軸f/向

に切開し､伯岨こしたもの(patchtype,N=14),(3)=筒状のままのもの(interpositi(一日ltyPe,N二15)の

3種類とし,この静脈パーを榔取i上申切閲によって露出した腹部人動脈にマクロサージエリーーの技術を川いて吻合

を寺~テうことで=家静脈片による実験動脈癖モテルをイ′減した｡静脈片は吻ハ後に人きさと形を測定･.記載して後

腹膜腔の脂肪組織内に埋没した後に閉腹した○術後1･2･8週粧匠貼付､ミで戸欄腹を子J二って吻合静脈片の成kと

形態変化を観察した｡

結 果

1)sacおよびpatchtypeの動脈癖では脚与的な二次)tJ/向への増人が認められた｡とくに動脈癖形成直後には

癖=体か縦ん向へ増人する傾向を′Jこしたが,後になって動脈廟の別冊j▲点に増人しその一部は親動脈を取り込

む形で側壁を形成し,癖の外観は球形に近づいて行った○また腹部人動脈の近付則の動脈廟頸部か遠佃則よりも

苦しノく増人し掛引本は遠位側へと傾仙､ていった○なお,interpositiontypeでは動脈噛の形成は認められなかっ

た｡

2)痛が多葉性を∵寸るものが認められ,その癖はり所的な体積を増すとr･掴に壁の非漸ヒも伴っていた｡この

酎ヒは動脈廟頸邦の増人とは無関係に′巨じていた｡また作成後の観察期間中に破裂を来す撼が.認められ,り期椴

裂の帰因は動脈廟堅=体の破紬こよるものであり,晩期職裂は動脈廟頸潮の縫合部で破綻していた｡
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以卜Cつ紆i黒から動脈噛の増人に関しては,廟と甑郡の均衡が重要であり増全体の休積が増すためには槻動脈が

癖の壁の一郎に取り込まれて頸郡が成良することが不=∫火であり,･方噛の壁自体の性状は癖の后柿的な増人と

その非薄化を招来して癌破裂に関与するものと考えられた｡また頭蓋内動脈噛を再則するモデルとしてのラット

の腹腔内は,癒周囲の支持組織として後腹膜腔の脂肪細織が存在するのみで･瘡の増人と破裂に対して頭蓋内髄

液腔のごとく脆那ため再乳性は十分であり,また血流の豊㌶な腹部人動脈を川いることにより動脈癒内へ巨分

な血流が供給され短期間に成島の観察が可能になことからf州なモデルの一一つと考えられた｡

論文審査の結果の要旨

申請者1L州弘保は脳動脈嗜の増大,破裂の機序を媚明する礼ラット腹部大動脈上に動脈癌を作成し経時的

に動脈癌の増大,破裂を観察したところ,増大には親動脈の側壁が関与すること,破裂には軌脈癖壁の罪薄化が

主として関与することを見出し,この動脈噛モデルが観察に石川であることを確認した｡本研究の成果は脳神経

外科学ことに脳卒中の外科学の進射こ少なからず寄与するものと認める｡
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